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緒 言

Pivampicillinは1969年 レ オ社 で 開発 さ れ た 抗 生 物 質

で,AmpicillinにPivaloyloxymethylesterを 加 えたester

で あ るが,生 体 内 で分 解 されAmpicillinと な り,そ の

抗 菌 作 用 を発 揮 す る と され て い る。 こ とに 本 剤 は エ ス テ

ル型 と され た た め 吸 収 が 良 好 で,同 一 量 の投 与 に よ っ て

Ampicillinの2～3倍 高 い血 中濃 度 が え られ る 特 長 が あ

る と称 せ られ て い る三虜 。

我 々 は,今 回 本 剤 を婦 人 科 領 域 の若 干 疾 患 に使 用 し,

認 む べ き成 績 を え た の で 少 数 例 なが ら こ こ に報 告 す る。

投 与 法 お よ び 検 討 方 法

当科 を訪 れ た尿 路 感 染 症,性 管感 染 症 の うち菌 種 を確

認 し,ABPCに 感 受 性 を認 め た もの を対 象 と した。

而 してPivampicillin(125mgカ プセ ル)2cap.を1日

4回(計1日 量1,000mg)7日 な い し14日 投 与 を原 則

と し,投 与 終 了後,再 度 細 菌 学 的 検 討 を行 な い,そ の効

果 を判 定 した 。

臨 床 成 績

その成績 を一括 して表示す ると,Table1の ご とくで

あ る。すなわ ち,膀 胱 炎の9例 ではStapbylococctts(3

例)E.coli(5例),Cerynebact.(1例)を み とめ,そ

れぞれABPCに 感受性 を示 した。1例 は2日 目に副作

用 のため内服 を拒否 したが,他 の8例 は原則 として7日

間使用 し,7例 において細菌学的に 治 癒 を認 め た。 ま

た,頚 管膣 炎,外 陰膣 炎な どの5例 ではStaphylecoccecs

(3例),Proteusmirabilisな ど をみ とめ,そ れぞれ

ABPCに 感 受性 を示 した。7～14日 の本剤 投与に より全

例治癒せ しめえた。

また副作用 に関 しては全14例 中,発 疹2例,胃 痛1

例,全 身掻痒1例,全 身倦怠1例 をみたほか,さ して重

篤 な副作用 は何 らみ とめ られなか った。上記諸症状 も比

較的軽度 で,神 経 質のため全身倦 怠に耐 えず服薬 を途 中

で拒否 した1例 をのぞき,全 例 投薬 を継続 しえた。 なお

本検討例 のいずれ もが外来 通院患 者であったため,肝,

腎機能 血液 な どに及 ぼす影響 な どについて詳細 な臨床

Table 1 Clinical results of pivampicillin
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検査成績 を うるこ とはできなかった。効果 を総括す る と

14例 中,服 薬 中断 の1例 をのぞき,13例 中12例 に有効 で

あった。

総括 ならびに結論

PivampicillinはAmpicillinを エステル化 し,比 較 的

に高い血 中濃度 を うるよ う工夫 され た新 しい合成Peni-

cillinで あるが,本 剤 を膀胱炎,頚 管―膣―外陰炎 な ど

に使用 し,14例 中服薬 中止 の1例 を除 く13例 の うち12例

に細菌 学的検索 によ り有効 であった。有効 であった菌 は

E.coli,Staphyloceccors,Corynebact.,Proteus mirabilis

どである。

副作用 は5例 に認 めたが,さ して重篤 ではな く,1例

神経 質な症例 をのぞいて服薬 を継続せ しめえた。

以上 の治験 よ り,Pivampicillinは 産婦人科 臨床上,

好都合 の薬剤 と考 える。

本稿の要旨は第21回 日本 化学療 法学会で誌 上 発 表 し

た。終 りに須川 借 教授 の御校 閲を深謝 いた します。
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Pivampicillin, a new synthetic penicillin, was used for gynecological infections. 

The clinical results were effective in 8 cases of cystitis and 5 cases of cervico-vagino-vulvitis, while ineffective 

only in 1 cases of staphylococcal cystitis. 

Side effects were seen in 5 cases, though they were all mild and slight.


